
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 日 時 2022 年 2 月 17 日（ 木 ）18 時30 分 ～ 20 時 

◆ 場 所 Zoom オンライン (Zoom情報後日送付)  

◆ プログラム 

◎ 講演テーマ：まちで育つ 
～地域療育システムの開発と実践 ： ３地域事例の比較を通して～ 

講師：三浦  剛 氏（東北福祉大学総合福祉部 社会福祉学科 教授） 

コーディネータ：竹之内 章代 氏（東北福祉大学総合福祉学部 准教授） 

◎ 情報提供：60分 ／ 意見交換：30分 

◆ 参加方法 無料 Ｗeb申し込み https://tfu-jitsugaku-seminar02.peatix.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 

 

◆ 企画・運営：TFU実学臨床研究セミナー実行委員会                      ※裏面もご覧ください 

実 

まちで育つ 
～地域療育システムの開発と実践 ： ３地域事例の比較を通して～ 

Ｔ Ｕ 

学 床 臨 研 究 
セ ミ ナ － 

Ｆ 

第６回 

◆ 講師プロフィール   三浦  剛 （みうら・つよし） 

大学では自閉的傾向を伴う重度知的障害児の療育技術、施設入所による支援方法を学ぶ。卒業後は第二種自閉症児施設で児童指導

員として働く。その後国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所障害福祉研究部で、地域支援システム作りを学ぶ。これまで

北茨城市、多賀城市、登米市、福島県相双地域などで、発達の気になる子どもを中心とした地域支援システム設計、運営に携わり、主

にソーシャルワークの評価や専門職養成方法の開発や評価に関する研究を行ってきた。 

◆ 第６回 セミナー趣旨 

子どもたちが、その発達する力を発揮するためには、一人ひとりに応じた環境が用意される必要があります。  

その環境とは、彼ら彼女らが育っていくために必要な保育、教育、療育などの場、彼ら彼女らを育んでいく家庭と

地域、そして制度でしょう。気になる発達のしかたをする子どもが増えたり、虐待や貧困などの状況は、これらの

環境が子どもたち、家庭にとって十分に機能していないことを表しているのではないでしょうか。また、特別な 

配慮を必要とする子どもたちが、障害児ではなく「子どもとしてのアイデンティティ」を確立するために必要な  

場も少なくなっていることも現実です。 

今回のセミナーでは、子どもたちが、一人ひとりの力を発揮して育ち、またそれを育む場を、最終的には      

いろいろな人がいることが前提となる社会を、どのように作っていくかを、３箇所プラスアルファの地域での、 

支援システムづくりの経験から考えてみたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ これから（2022年４月まで）のスケジュール     ※テーマは変更される場合もございます 

回 月 テーマ ／ 講師 

1 終了 実践現場で「学び続けること」の意義 ～実践の質を高め、問題解決力を身につけるためにできること～ 

2 終了 施設における虐待防止を考える ～より良い支援を育むみんなの課題～ 

3 終了 利用者中心の小規模施設ケア ～より良いケアと経営の狭間で導入と運営を考える～ 

4 終了 福祉施設利用者の心理と行動 ～「てこずり行動」への理解・対応 ～ 

5 終了 認知症スティグマとその低減方策について考える 

6 
2/17 

（今回） 

まちで育つ ～地域療育システムの開発と実践 ： ３地域事例の比較を通して～ 

三浦  剛 氏 （東北福祉大学総合福祉学部 教授） 

7 
3/3 

（次回） 

障がい者の社会参加と地域生活  ★ 最終講義 （社会福祉学科有志共催） 

阿部 一彦 氏 （東北福祉大学総合福祉学部 教授）  

8 4/28 
触法障害者の『入口支援』を巡る課題を考える 

田中  尚 氏 （東北福祉大学総合福祉学部 教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者の社会参加と地域生活 
日時  2022年 ３月 ３日（木） 18時00分～20時00分 

場所  Zoom オンライン  ※学内教職員のみ対面可（定員あり） 

講師  阿部 一彦 氏 （東北福祉大学総合福祉学部 教授）  

共催  東北福祉大学 総合福祉学部社会福祉学科有志 

 

第７回セミナー 予定 

◆ 【月例】TFU実学臨床研究セミナー開設の趣旨 

こんにち家族や地域社会が変化し多様化する中で、人々の幸せやより豊かな生活を願い、複雑化する支援 

ニーズに向き合う対人援助の専門職の皆さんは、絶えず新しい知識を身に付け、成長し、新しく生じる問題に 

対応する力量を身に付けることが求められています。 

「行学一如」を建学の精神とする東北福祉大学（TFU）は、実践の質を継続して高め、問題解決力を身に 

つけるための学びの機会を提供する取組み、月例「実学臨床研究セミナー」を開催することにいたしました。 

福祉現場など実践の場のイマを見つめ、これから求められる対人専門職人財の育成や成長、キャリア形成を 

考える機会になれば幸いです。 

【企画・お問い合せ】 

東北福祉大学 TFU実学臨床研究セミナー実行委員会 

TEL 022-717-3359  FAX 022-301-1293  E-mail kenkyu-seminar@tfu.ac.jp 
※TEL及び FAXは同事務局を担う実学臨床教育推進室につながります（平日8:30～17:30のみ 土日・祝日不在） 

最終講義（今春 退官）も兼ねて開催します 

mailto:kenkyu-seminar@tfu.ac.jp

